
  

新
し
く
事
務
局
長
を
務
め
ま
す
堺

出
身
の
亀
井
明
子
で
す
。
四
〇
年
務

め
た
民
医
連
を
退
職
し
ま
し
た
。

「
退
職
後
は
平
和
運
動
を
！
」
と
心

の
中
で
は
決
め
て
い
た
の
で
、
今
回

お
話
を
い
た
だ
い
て
、
平
和
委
員
会

で
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。 

日
本
が
戦
争
す
る
国
へ
突
き
進
む

中
、
今
こ
そ
平
和
委
員
会
の
出
番
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
大
き
く
強
い
平
和
委
員
会
が

必
要
で
す
。
地
域
組
織
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
持
ち
寄
っ
た
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
共
に
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
偉
大
す
ぎ
る

上
羽
事
務
局
長
の
後
は
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か
り

学
び
な
が
ら
、
元
気
に
明
る
く
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
は
、
平
和
委
員
会
か
ら
声
を
か 

け
ら
れ
る
の
を
ず
っ
と
待
っ
て
い

ま
し
た
。
意
外
と
身
近
に
そ
ん
な
人

が
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
平
和

へ
の
思
い
を
お
持
ち
の
方
に
平
和
委

員
会
を
大
き
く
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

           

  

５
月
１３
日(

月)

、
八
尾
平
和
委
員

会
は
八
尾
基
地
（
写
真
）
周
辺
の
大

正
地
域
で
平
和
学
習
交
流
会
を
１７
人

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

学
習
会
後
、
メ
ト
ロ
八
尾
南
で
、

７
・
１１
八
尾
市
民
集
会
の
ミ
ニ
ビ
ラ

を
配
布
し
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、

平
和
新
聞
が
１
部
増
え
ま
し
た
。 

             

６
月
１ ７ 

日 
(

月)

、
大 
阪 

原 

水 

協 

・ 

大 

阪 

平 

和 

委 

員 

会 
・ 
大 

阪 

労 

連 

・ 

大 

阪 

革 

新 

懇 

の 

４ 
団 
体 

が 

呼 

び 

か 

け 

て
、 

ア 

メ 

リ 

カ 
領 

事 

館 

前 

第 

７ 

回 

の 

抗 

議 

行 

動 

を 

お 

こ 

な 

い 

ま 

し 

た 

。 

参 

加 

者 

は 

３ ０ 

人 

で 

し 

た 

。 

 

大 

阪 

原 

水 

協 

の 

橋 

口 

事 

務 

局 

長 

が 

司 

会 

し 

、
ｓ
大
私
教
の
岩
井

さ
ん 

、
新
布
陣
の
秋
元
さ
ん
、
大 

阪 

平 

和 

委 

員 

会 

の 

亀
井 

さ 

ん 

、
大

阪
民
医
連
の
須
賀
さ
ん
、
国
民
救
援
会

の
伊
賀
さ
ん
、 

大 

阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯

委
員
会 

の 

粕 

谷 

さ 

ん  

の 

６ 

人 

が 

ス 

ピ 

ー 

チ 

し 

ま 

し 

た 

。  
 

 

 

ス 

ピ 

ー 

チ 

で 

「 

イ 

ス 

ラ 

エ 

ル  

 

            

が 

軍 

事 

侵 

攻 

し 

て 

、 

７ 

カ 

月 

に 

な 

る 

。 

パ 

レ 

ス 

チ 

ナ 

自 

治 

区 

ガ 

ザ 

で 

は 

３ 

万 

６ 

千 

人 

以 

上 

が 

殺 

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
半
数
近
く
が
子
ど

も
た
ち
。
子
ど
も
と
女
性 

の
犠
牲
者

は
７
割
に
も
及
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ

カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
多
額
の
軍
事
支
援

を
し
て
い
て
、
そ
れ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ガ
ザ
へ
の
攻
撃
に
使
わ
れ
て
い
る
。
６

月
に
国
連
安
保
理
で
停
戦
決
議
が
採
択

さ
れ
た
。
ア 

メ 

リ 

カ 

は 

イ 

ス 

ラ 

エ 

ル 

の 

支 

援 

を 

や 

め
、
今
す
ぐ
ガ

ザ
へ
の
攻
撃
を
や
め
さ
せ
、
即
時
停
戦

さ
せ
る
よ
う
イ
ス
ラ
エ
ル
に
求
め
る
べ

き
だ
」
と
抗
議
し
ま
し
た
。 

    

大 

阪 
原 
水 

協 

は 

６ 

月 

６ 

日
（
木
） 

に 

上 

六 

の 
近 
鉄 

駅 

前 

に 

て 

６ 

・ 

９ 

行 

動 

を 

行 
い 
ま 

し 

た 

。 

参 

加 

者 

は 

１ ４ 

人 

で 

２ ５ 
筆 
の 

核
兵
器
禁

止
条
約
署 

名 

へ 

の 

協 
力 
が 

あ 

り 

ま 

し 

た 

。 

ス
ピ
ー
チ
は
、
橋
口
・
大
阪
原
水  

協
事 

務 

局 

長 

、 

亀 

井 

・
大 
阪 

平 

和 

委 

員 

会 

事 

務 

局 

長 

、
鴻 

村  

 

         大 

阪 

労 

連 

事 

務 

局 

次 

長 

が 

行 

い 

ま 

し 

た 

。 

 

亀 

井 

さ 

ん 

は 

「 

８ 

月 

は 

広 

島 

、 

長 

崎 

に 

人 

類 

史 

上 

初 

め 

て 

原 

子 

爆 

弾 

が 

投 

下 

さ 

れ
、

 ２ １ 

万 

人 

も 

の 

命 

が 

奪 

わ 

れ 

、
今 

年 

で 

７ ９ 

年 

来
年
は
８０
年
を
迎
え
る
。
被
爆
者
の

平
均
年
齢
は
８５
。
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
・
批
准
が
求
め
ら
れ
る
の
に

日
本
政
府
は
背
を
向
け
て
い
る
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
も
数
名
参

加
し
ま
し
た
。 

  

大
阪
憲
法
会
議
・
共
同
セ
ン
タ
ー

は
６
月
７
日(

金)

午
後
５
時
か
ら
６

時
ま
で
淀
屋
橋
で
「
平
和
も
暮
ら
し

も
壊
す
大
増
税
・
大
軍
拡
を
止
め
る

署
名
・
宣
伝
行
動
」
を
１０
人
の
参
加

で
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
で
は
大
阪
民
医
連
、
自

由
法
曹
団
支
部
の
二
人
の
代
表
ら
と

と
も
に
、
亀
井
明
子
新
事
務
局
長
が

マ
イ
ク
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
訴
え

ま
し
た
。
「
『
安
保
３
文
書
』
に
よ

り
日
本
は
戦
争
す
る
国
に
変
え
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
沖
縄
に
は
今
な

お
巨
大
な
米
軍
基
地
が
居
座
り
、
南

西
諸
島
に
は
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
が
配

備
さ 

         

れ
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

『
安
保
３
文
書
』
で
、
本
格
的
な
軍

事
要
塞
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
危
険
な
動
き
は
何
と
し
て
も
止

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」 

こ
の
行
動
で
は
「
大
増
税
・
大
軍

拡
Ｎ
Ｏ
！
連
絡
会
」
の
リ
ー
フ
が
配

ら
れ
好
評
で
し
た
。 

    

平
和
と
憲
法
を
守
り
い
か
す
・
堺

共
同
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月
２９
日(

水)

は
大
阪
平
和
委
員
会
の
上
羽
治
雄
さ

ん
か
ら
「
『
今
ど
き
の
若
者
』
と
平

和
運
動
」
と
題
し
て
の
講
演
を
う

け
、
１６
人 

が 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ 

討
議
を

行
い
ま
し
た
。 

（
憲
法
・
堺
共
同

セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
） 

           

 

八
尾
で
基
地
学
習

会
柿
狩
り
で
秋
満

喫
ｍ
ん
キ
ツ
ア
を

感
想
文
の
紹
介 

 

 

米
国
領
事
館
抗
議

八
尾
が
基
地
学
習

会
柿
狩
り
で
秋
満

喫
ｍ
ん
キ
ツ
ア
を

感
想
文
の
紹
介 
６
・
９
行
動
盛
大
に 

９
の
日
宣
伝
に
協
力 

２３５５号 

 

２０２４年６月２５日(火) 

 

 

今
時
の
若
者
は
？ 

堺
共
同
セ
ン
タ
ー
で
学
習
会 

亀
井
新
事
務
局
長
挨
拶

定
期
全
国
大
会
開
催 

 



         

職
員
組
合
の
執
行
委
員
と
し
て
原
水

協
「
事
務
所
に
通
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
「
退
職
後
講
師
の
仕
事
に
つ
か
な

い
な
ら
原
水
協
事
務
所
に
手
伝
い
に
来

な
い
か
」
と
の
誘
い
を
受
け
た
の
が
発

端…

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
平
和
委
員

会
の
田
口
事
務
局
長
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
そ
の
後
釜
に
座
る
こ
と
に
な
っ
た

次
第…

。 

 

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
１

２
年
間
事
務
局
長
を
務
め
、
私
も
元
気

な
う
ち
に
、
パ
ワ
フ
ル
な
亀
井
明
子
新

事
務
局
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

亀
井
事
務
局
長
を
補
佐
し
て
く
れ
る

の
は
、
府
高
教
で
一
緒
に
活
動
し
、
こ

の
数
年
私
の
隣
席
で
事
務
局
の
手
伝
い

を
し
て
く
れ
て
い
る
太
田
弘
司
さ
ん
。

こ
の
力
強
い
二
人
が
い
て
く
れ
れ
ば

「
鬼
に
鉄
棒
」…

。 

 

会
員
、
読
者
の
皆
様
、
長
き
に
わ
た

り
大
阪
平
和
委
員
会
事
務
局
を
支
え
て

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 こ

れ
か
ら
は
、
亀
井
さ
ん
、
吉
田

ん
、
太
田
さ
ん
の
３
人
の
後
押
し
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

「
後
生
畏
る
べ
し
」 

 

 
 

 
 

    

 

「
明
る
い
会
」
は
５
月
３１
日(

金)

団

体
・
地
域
代
表
者
会
議 

を
開
催
し
ま

し
た
。
危
険
な
夢
洲
会
場
で
、
公
費
負

担
が 

膨
ら
み
続
け
、
カ
ジ
ノ
を
前
提

と
し
た
万
博
（
大
阪
・
関
西 

万
博
）

の
中
止
を
求
め
、
世
論
と
運
動
を
さ
ら

に
大
き
く
広 

げ
て
い
く
こ
と
を
確

認
。
新
し
い
ビ
ラ
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ 

プ
し
た
署
名
用
紙(

ビ
ラ)

も
活
用
し
、

メ
タ
ン
ガ
ス
が
会
場 

全
域
で
発
生
し

て
い
る
な
ど
危
険
な
実
態
や
、
カ
ジ
ノ

誘 

致
の
た
め
に
。
問
題
の
多
い
夢
洲

を
会
場
に
し
た
こ
と
な 

ど
を
広
く
知

ら
せ
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
万
博

開
幕
予 
定
日
（
４
月
１３
日
）
か
ら
逆

算
し
て
毎
月
１３
日
を
軸
に
府 

内
い
っ

せ
い
宣
伝
ゾ
ー
ン
を
設
定
。
路
地
裏
・

ス
ー
パ
ー 

前
な
ど
隅
々
に
ま
で
万
博

中
止
を
求
め
る
声
を
届
け
る
こ 

と
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
政

府
に
対
す
る
第 

二
次
署
名
提
出
（
目

標
２０
万
）
、
９
月
に
第
３
次
提
出 

（
目
標
４０
万
）
行
う
日
程
を
確
認
し

ま
し
た
。 

―

明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る

会 

明
る
い
会
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
２
４ 

年
６
月
３
日
号(

部
内
資
料)

よ
り 
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「
明
る
い
会
」
ニ
ュ
ー
ス 

万
博
中
止
へ 

世
論
と
運
動
を
大
き
く 

 

          【７月の行事案内】 

6／30日(日) 国民平和行進出発式 11:25 柏原市役所前河川敷 

３日(水)  常任理事会  18：00 大阪平和委員会事務所 

４日(木)  大阪市内国民平和行進開始 8：20 住吉区役所 

７日(水)  八尾市民集会  志紀町西公園 

     オリエント・シールド反対集会 13：00／近江今津

９日(火) ９の日宣伝 17：00～ 淀屋橋 

14日(日) 第２回平和外交シンポ 13：30 私学会館４F       

16日(火) 沖縄連帯行動 12：00 上本町駅前 

23日(火) 安保定例宣伝 12：00～ 淀屋橋 

26日(水) 組織委員会 18：30 大阪平和委員会事務所 

【 投 稿 】 「 メ ダ カ や ホ タ ル は  府 税 を 負 担 し な い 」      

（日本科学者会議元役員 吉永朋之氏） 

 黒田了一元府知事は、歌人でもあった。「たのしきは 虫・鳥・

けもの引きつれて 公害征伐に 出陣する夢」の歌があり、“メダカ

やホタル”のかけがえのなさをいつも口にしておられた。 

一方、当時の副知事は、「メダカやホタルが府税を負担してくれ

るわけではない」と“役人根性”丸出しで揶揄した。 

 今の大阪維新市政は、「街路樹・公園樹」は“金食い虫”とば

かりに１万９０００本もの伐採をすすめている。「安全対策」の

名分だが、はるかに度を超した“木を切る改革”の暴走だ。 

 酷い例は、阪神高速松原線沿道の街路樹（アメリカ楓）。一本

一本信号や街路灯の邪魔、根上がりなど安全上問題と判定した樹

を伐採すると言うが、１００本以上すべて残らず伐採されようと

している。いわれなき罪を被せられて死刑＝伐採といういわば

「えん罪」の樹が多数ある。 

 地球沸騰化、ヒートアイランドのもとで、樹木の役割は一層か

けがえのないものとなっている。吹田市の街路樹８７９６本の大

気浄化・防災など資産価値について、７億７千万円超との研究結

果（大阪産業大学）もある。 

「街路樹・公園樹」は、大きなコスパ・費用対効果が 

あることを正当に重視すべきだ。 

          

 

退
任
の
あ
い
さ
つ

今
時
の
若
者
は
？ 

戦後・被爆 80年へ非核平和の世論広げ 

大軍拡ストップ！仲間の輪を大きく 

第 74 回定期全国大会開催 
大阪から１８名参加 

日本平和大会が６月１４日１５日神戸市内で開催されまし

た。5年ぶりのリアル大会でした。大会には、34都府県から

約 200名が参加。オンラインで、60人余が視聴参加しまし

た。 

全体会では、東住吉平和委員会の長谷川孝子さんが、 

東住吉平和委員会での田辺の模擬 

原爆追悼式や、展示会の開催、 

平和宣伝など多彩な活動を通じて 

会員拡大が広がっていることを 

報告しました。会場で「万博中止 

署名｝にも取り組み、52筆の協力 

をいただきました。 

今大会で、上羽さんに代わり、 

亀井が常任理事に選出されまし 

た。 

上
羽 

治
雄 

万
博
中
止
を
求
め
る
署
名 

第
２
次
署
名
提
出 

 

７
月 

第
３
次
署
名
提
出 

 

９
月 

軍
楽
共
同
反
対
連
絡
会
発
行
パ
ン
フ 

「
軍
事
化
す
る
日
本
と 

科
学
の
動
員
」 

 

５
月
１
１
日
開
催
の
「
軍
楽
共
同

い
ら
な
い
！
つ
ど
い
市
民
と
科
学
者

の
つ
ど
い
」
で
講
演
さ
れ
た
名
古
屋

大
学
名
誉
教
授
池
内 

了
先
生
の
講

演
資
料
含
む
資
料
集
で
す
。 

１
冊
３
０
０
円
で
す
。 

希
望
の
方
は
大
阪
平
和
委
員
会
ま
で 

電
話
０
６―

６
７
６
５―

２
８
４
０ 


